
はじめに

　「子どもをやる気にさせる言葉かけや、学級の状況に合わせた声か
けに自信がない。少しでもそのヒントが欲しい……」
　「気がつけば子どものよくないことを叱ってばかりいる。子どもた
ちとの距離が離れていくようで心配だ……」
　「子どもをほめて育てたいけれど、どうやってほめればいいのだろ
う？」

　全国の多くの先生が、このような不安や悩みをもたれているようで
す。この本を手にされた先生の中にも、同じような不安感や困り感を
もたれている方も多いのではないでしょうか。
　もちろん、子どもとの関係をよりよくする言葉かけのあり方を深く
学びたい、ほめる指導をもっと追究したい、という先生もおられるで
しょう。

　本書は、そうした先生方の不安や悩み、そして、期待に、「言いか
えフレーズ」という視点でおこたえします。
　「言いかえフレーズ」とは、つい言ってしまいがちなネガティブな
言葉を、子どもの心に届くポジティブな言葉に変換することです。
　そして、学級全体を温かい雰囲気にさせる、「ほめる」を核とした
教師の子どもへのプラスの接し方にも目を向けています。
　ぜひ一読していただき、実際のそれぞれの効果を試してみてくださ
い。

　これからの時代の教師には、「型」に当てはめる授業観ではなく、
子どもたちの「学習意欲」を重視する授業観に立ち、「コミュニケーショ
ンあふれる教室」をつくることがますます求められています。
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　そのためには、言葉の力を育てることが重要です。「言葉を育て、
言葉で育てる」という考え方を指導の中心に置くとよいでしょう。
　また、実践で大切なことは、「ほめて・認めて・励ます」教師の関
わり方です。子どもたち一人ひとりに自信をもたせ、安心感のある教
室をつくることが、大事だと考えているからです。
　「言葉で子どもを育てる」ための第一歩が、「教師の言葉」です。温
かい教室になるのか、冷たい教室になるのかは、教師の発する言葉で
決まります。

　今回は、私が主宰する菊池道場の実践力あふれる４人の先生に執筆
していただきました。中國達彬先生（広島）、小笠原由衣先生（高知）、
西村昌平先生（岡山）、堀井悠平先生（徳島）です。
　何度も実践を繰り返し、安定した指導のポイントを示し、分かりや
すくまとめてくださいました。
　忙しい教育現場で日々を送られる中、本当にありがとうございまし
た。

　この一冊が、明日からの学級づくりに少しでも役立つことを執筆者
一同願っています。まずは教師自身がプラスの視点をもってくださ
い。ほめ言葉が教室を変えます。

 菊池　省三
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1
普段の
２割増くらいの
上機嫌を意識する

教師が上機嫌な空気をつくろう
　教師が上機嫌で笑顔の教室は、子どもたちの明るい笑顔にあふれて
います。活気があり、何に対しても前向きです。
　逆に、教師が不機嫌な教室の子どもたちは、暗くて冷たい空気に覆
われ、笑顔もあまりありません。
　上機嫌と笑顔は伝染します。それらの発信源と受信源は教師です。
　教師が教室の空気を決めるのです。

２割増しの笑顔とリアクションを心がける
　常に普段の２割増しの上機嫌を心がけます。そのポイントは、
●口角を意識した明るい笑顔
●ちょっと大きなリアクション
　です。このことは、コミュニケーションの大原則です。
　子どもの発言や話を聞く時には、笑顔でうなずいたり拍手をしたり
することを「２割増しに」と意識します。
　何かを伝えたり声をかけたりする時には、温かい目線や声の強弱や
抑揚などを「２割増しで」と意識するのです。
　教師の言葉や関わり方が温かいものになり、子どもたちに伝わりま
す。
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POINT

上機嫌さを２割増しにするポイントは、 
教師の笑顔とリアクションです。 
率先してコミュニケーションの下地をつくりましょう。 

教師と子どもは、鏡の関係である
雰囲気のいい教室の子どもたちには共通点があります。それは、
●笑顔が多く表情が柔らかい
●ちょうどいい大きさの声で話す
●動きがスムーズで落ち着いている
という３つです。自信と安心があふれているのです。
　「人間関係は鏡である。鏡は先に笑わない」という言葉があります。
子どもたちと先生との関係は、鏡の関係なのです。
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NG
フレーズ

我慢を強いる言葉では子どもは育たない

静かにしなさい！

教室全体がざわざわして
静まらないときは

1

　我慢を強いる言葉で指導しようとしても、子どもたちの中に主体的
に人と関わろうとする態度は育ちません。それどころか、教師の否定
的で高圧的な指導の積み重ねは、いつのまにか子どもたちの間に互い
を否定したり管理・統率し合ったりするような態度を広げてしまい、
教室の中の人間関係をますます悪くしてしまう恐れがあります。
　教室の中に静かな状態をつくることも大切ですが、それ以上に大切
なことは、子どもたちの中に人に対する興味・関心の気持ちを育てる
ことです。
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OK!
フレーズ

POINT

「聞き合うこと」を意識づける声かけを

音を消しましょう

強制的に静かにさせるのではなく、子どもたちが「聞き合うこと」
に意識を向けられるようにすることが大切です。

　人に対する興味・関心の気持ちを育てるうえで欠かせない視点は「聞
き合う」ということです。ただ黙っていればいいのではなく、相手の
話に耳を傾け、まずはそれを受けとめること。その大切さをくり返し
伝えていきます。
　そのために、最初は「音を消しましょう」のように、何をどうすれ
ばいいかを具体的に示していきます。そして、できるようになってき
たら「◯◯さんはいくつのことを話したかな」「◯◯さんに質問して
みよう」のように徐々にレベルを上げていきましょう。
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フレーズ

強く叱るのは逆効果

きちんと座りなさい！

1 多動ぎみな子には

　「子どもはじっと座って話を聞くものだ」と思っていませんか？ 45
分間じっと座っているのは、大人でも難しいことです。授業中、すぐ
席を立ってしまったり、友だちとおしゃべりしてしまったりするの
は、エネルギーが有り余っている証拠かもしれません。
　多動ぎみな子どもに「座りなさい」は逆効果になることが多いです。
教師が強い言葉で注意すると、周りもその子を攻撃するようになり、
悪循環に陥ってしまう可能性があります。ですから、強い𠮟責は避け
たほうがいいのです。
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OK!
フレーズ

POINT

子どものエネルギーを積極的にとらえよう

よい考えだね、
黒板に書きましょう

じっと静かに座っているのが「いい子」ではありません。
エネルギーにあふれた子どもが活躍できる授業にしましょう。

　多動ぎみな子が、積極的に動くことができる授業をつくることが大
切です。例えば、ノートに書いた考えを「黒板に書きましょう」と促
したり、「席を立って、多くの友だちと意見を言い合いましょう」と
指示をしたりして、子どもたちが自然に動けるような仕組みをつくる
といいでしょう。
　また、素早く動くことができたことをほめることで、積極的に学習
に向かうようになります。教師が、子どものもつエネルギーをよりよ
い方向でとらえることが必要です。

63CHAPTER4　どの子も認めて居場所をつくる！　気になるあの子への言葉かけ


